
メタマテリアルによる自由自在な熱ふく射制御

自然界には存在しない人工超物質であるメタマテリアルによ
り，熱ふく射を自由自在に制御できます。熱ふく射発電シス
テムは，産業排熱の新たな回収技術として期待されています。
また，宇宙機ラジエータや電子機器における新たな放熱技術
への展開が見込まれています。
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散乱性媒体によるふく射伝熱制御

住宅などの建築物の屋根材・外壁材や自動車の塗装などに
おいては、太陽ふく射が入射しかつ常時人々の目にさらさ
れることとなるので、ふく射に対して伝熱的な観点、およ
び視覚的な観点の両方からの制御が必要です。本研究では、
粒子の散乱特性を利活用し、コーティングの波長選択制御
を実現しています。
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ふく射輸送とふく射性質



光-熱エネルギー変換材料の創成
光によって輸送される熱の制御には、物質が光を吸収したり
反射する特性を詳しく調べ、その発生メカニズムや起源につ
いて研究します。メカニズムを知ることで、例えば太陽光エ
ネルギーを熱エネルギーとして有効利用できる材料を新たに
提案できるようになります。
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ふく射伝熱に基づく熱発電

太陽光発電と同様、光起電力（PV）セルを用いて高温物体
からの熱ふく射を電力変換することができます（熱光起電
力発電）。我々は熱ふく射の波長制御や発電システムの研
究を通して高度太陽エネルギー利用や焼却炉廃熱の有効利
用技術確立を目指します。また光レクテナ技術は低温物体
（＜３００℃）からの熱ふく射の電力変換を可能とします。
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